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１．「地方文化事業支援」対象事業（白山神社 大船絵馬の修復に関する事業） 

白山神社は、新潟の総鎮守として千年以上の歴史を有し、湊町新潟の発展とともに人々の信仰

を集めてきた神社です。正月三が日には多くの参拝者が訪れ、地域の心のよりどころとして親し

まれています。白山神社拝殿に掲げられている大船絵馬は、新潟の豪商・市島次郎吉が奉納し、

嘉永 5（1852）年に新潟の画人・井上文昌が描いた、縦 154センチ、横 324センチの日本有数の大

型の絵馬です。越後幕府領の年貢米回送の成功と航海安全を祈願したもので、新潟湊の積み込み

風景や大坂・江戸での荷揚げの様子が詳細に描かれ、1969年には新潟県指定有形民俗文化財に指

定されました。 

2024年能登半島地震により拝殿が被災し雨漏りが発生したことから、安全確保と後世への継承

のため、大船絵馬掲出箇所の雨漏り対策、天井画修復および取付強化工事を行います。 

 

  

    

 

 

 

 

２．総会・承認書贈呈式 

日 時： 2026年 5月 13日(水) 総 会：10時 00分～ 

贈呈式：10時 30分～ 

場 所： 燕喜館（新潟県新潟市中央区一番堀通町 1番地 2 白山公園内） 

 
東日本鉄道文化財団とは 

1992年に財団法人東日本鉄道文化財団として設立され、①地域文化の振興、②調査・研究の促進と

支援、③国際理解・国際交流の推進を事業の柱とし、「東京ステーションギャラリー」「鉄道博物館」

の運営も行うなど、鉄道文化を通した社会貢献の実現に取り組んでいます。 

白山神社 大船絵馬 大船絵馬 白山神社拝殿 

「白山神社 大船絵馬の修復に関する事業」承認書贈呈式の開催について 

 

2026 年度 東日本鉄道文化財団「地方文化事業支援」 

公益財団法人東日本鉄道文化財団(会長 深澤 祐二、理事長 日野 正夫)では、地方文化の振興を 

目指し、ＪＲ東日本エリア各地の貴重な文化遺産や伝統芸能などの保存と継承、地域の発展のために、

地方文化事業の支援を行っています。 

今年度、ＪＲ東日本新潟支社内の「地方文化事業支援」対象事業の一つとして、新潟県新潟市の 

「白山神社 大船絵馬の修復に関する事業」が決定し、総会・承認書贈呈式を開催いたします。 

白山神社 拝殿外観 

※ＪＲ東日本新潟支社内の 2026年度「地方文化事業支援」事業は 2件が対象となっています。 

 ・「白山神社 大船絵馬の修復に関する事業」（新潟市） 

 ・「雲洞庵 山門の修復に関する事業」（南魚沼市）※詳細は別途お知らせします。 


